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サ
ー
ビ
ス
連
合
中
執
学
習
会

【
２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
学
習
会

～
持
続
的
な
賃
上
げ
に
む
け
て
～
】を
開
催

２
０
２
５
秋
闘
開
始
！

～
11
月
末
日
の
決
着
を
目
指
し
て
11
月
か
ら
闘
争
が
本
格
化
～

サ
ー
ビ
ス
連
合
は
、
10
月
15

日
（
水
）
に
２
０
２
５
秋
闘
第

２
回
闘
争
委
員
会
を
開
催
し
て
、

加
盟
組
合
の
交
渉
状
況
、
産
業

動
向
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
た
。

２
０
２
５
秋
闘
は
、
２
０
２
５

年
度
冬
期
一
時
金
の
水
準
確
定

の
交
渉
を
お
こ
な
う
加
盟
組
合

や
労
働
協
約
の
改
定
交
渉
を
お

こ
な
う
加
盟
組
合
、
２
０
２
６

春
季
生
活
闘
争
に
む
け
て

２
０
２
６
年
度
の
人
件
費
を
含

む
会
社
の
全
体
予
算
に
つ
い
て

交
渉
を
展
開
す
る
加
盟
組
合
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

先
ん
じ
て
交
渉
を
展
開
す
る

加
盟
組
合
か
ら
は
、
冬
期
一
時

金
に
つ
い
て
要
求
通
り
の
高
水

準
に
て
合
意
す
る
な
ど
サ
ー
ビ

ス
連
合
内
の
機
運
が
高
ま
る
報

告
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

闘
争
委
員
会
で
は
、
よ
り
一

層
連
帯
を
深
め
る
た
め
に
加
盟

組
合
へ
激
励
訪
問
を
お
こ
な
い
、

相
互
の
情
報
連
絡
体
制
を
密
に

し
な
が
ら
全
体
の
底
上
げ
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

ホ
テ
ル
・
レ
ジ
ャ
ー
、
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
の
３
業

種
の
産
業
動
向
は
、
対
前
年
度

比
で
概
ね
横
ば
い
以
上
で
全
体

的
に
は
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

産
業
全
体
は
、
依
然
と
し
て

人
手
不
足
の
状
況
が
続
く
な
か
、

売
上
の
回
復
と
と
も
に
地
域
差

は
あ
る
も
の
の
少
し
ず
つ
価
格

転
嫁
も
進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

一
方
、
様
々
な
コ
ロ
ナ
禍
の

加
盟
組
合
の
取
り
組
み

特
例
措
置
が
終
了
す
る
な
か
企

業
合
併
な
ど
の
動
き
も
見
ら
れ
、

ホ
テ
ル
・
レ
ジ
ャ
ー
を
中
心
に

経
営
（
オ
ー
ナ
ー
）
と
運
営
の

分
離
に
拍
車
が
か
か
っ
て
お
り
、

株
式
売
却
を
含
め
た
М
＆
Ａ
な

ど
の
動
向
に
も
注
視
し
な
が
ら

交
渉
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
加
盟
組
合
は
単

年
度
の
企
業
業
績
の
み
な
ら
ず
、

総
資
産
を
確
認
す
る
な
ど
会
社

側
の
動
き
に
つ
い
て
も
注
視
し
、

労
働
分
配
率
や
一
人
当
た
り
の

生
産
性
、
対
前
年
か
ら
の
伸
張

に
つ
い
て
も
留
意
し
、
引
き
続

き
会
社
側
に
は
人
財
へ
の
投
資

を
十
分
に
意
識
さ
せ
た
う
え
で
、

要
求
実
現
に
む
け
て
取
り
組
む

こ
と
と
し
ま
す
。

ま
た
、
中
長
期
的
な
視
点

も
持
ち
合
わ
せ
た
う
え
で

２
０
２
６
春
季
生
活
闘
争
も
見

据
え
、
総
合
労
使
協
議
体
制
の

構
築
を
目
指
し
て
交
渉
を
展
開

す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

闘
争
委
員
会
は
、
第
25
回

定
期
大
会
に
て
確
認
し
た

２
０
２
５
秋
闘
方
針
に
も
と
づ

き
、
加
盟
組
合
と
の
相
互
連
絡

を
密
に
交
渉
状
況
を
把
握
し
、

サ
ー
ビ
ス
連
合
内
で
効
果
的
に

波
及
で
き
る
体
制
を
構
築
さ
せ

る
と
と
も
に
加
盟
組
合
へ
支
援

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

各
加
盟
組
合
へ
の
具
体
的
な

支
援
活
動
は
闘
争
委
員
会
が
お

こ
な
い
、
第
１
回
闘
争
委
員
会

で
確
認
し
た
「
２
０
２
５
秋
闘

闘
争
委
員
会
の
取
り
組
み

情
報
連
絡
体
制
に
つ
い
て
」
に

も
と
づ
き
臨
時
配
信
や
定
時
配

信
を
お
こ
な
う
と
同
時
に
適
宜
、

激
励
訪
問
を
実
施
し
て
機
運
の

上
昇
を
図
り
、
サ
ー
ビ
ス
連
合

全
体
で
取
り
組
み
を
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。

９
月
17
日
開
催
の
第
２
回
中

央
執
行
委
員
会
に
お
い
て
、
連

合
本
部　

労
働
条
件
・
中
小
地

域
対
策
局
の
奥
山
義
彦
局
長
を

講
師
に
招
き
、
２
０
２
６
春
季

生
活
闘
争
の
方
針
案
策
定
に
む

け
た
協
議
に
入
る
に
あ
た
っ
て
、

昨
年
ま
で
の
振
り
返
り
や
今
後

の
経
済
状
況
の
動
向
を
考
慮
す

る
た
め
「
持
続
的
な
賃
上
げ
に

む
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を

受
け
ま
し
た
。

奥
山
局
長
は
２
０
２
４ 

・

２
０
２
５
春
季
生
活
闘
争
と
続

け
て
５
％
台
の
賃
上
げ
を
実
現

し
て
き
た
が
、
２
０
２
６
春
季

生
活
闘
争
に
お
い
て
も
物
価
上

昇
が
続
い
て
い
く
こ
と
を
鑑
み
、

更
な
る
労
務
費
を
含
め
た
価
格

転
嫁
率
の
向
上
が
必
要
不
可
欠

と
な
っ
て
く
る
と
述
べ
、
さ
ら

に
は
賃
上
げ
が
当
た
り
前
の
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
今
ま

で
の
慢
性
的
な
デ
フ
レ
サ
イ
ク

ル
に
終
止
符
を
打
ち
、
み
ん
な

が
生
活
向
上
を
実
感
で
き
る
よ

う
賃
金
と
物
価
が
緩
や
か
に
上

昇
す
る
サ
イ
ク
ル
を
取
り
戻
す

重
要
性
な
ど
を
、
さ
ま
ざ
ま
な

デ
ー
タ
を
も
と
に
解
説
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
奥
山
局
長
か
ら
は

「
サ
ー
ビ
ス
連
合
と
し
て
２
０
２
４

を
『
転
換
点
』
と
し
、
２
０
２
５

で
は
『
正
念
場
』
と
位
置
づ
け

て
闘
っ
て
き
た
が
、
２
０
２
６

に
お
い
て
も
正
念
場
と
い
う
意

識
は
変
え
ず
『
自
ら
風
を
お
こ

す
』
年
で
あ
る
と
改
め
て
意
識

し
、
足
元
の
状
況
だ
け
を
見
る

の
で
は
な
く
産
業
全
体
の
先
を

見
据
え
た
交
渉
を
お
こ
な
い
、

と
も
に
闘
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
！
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
含
め

た
激
励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
行
し
て
要
求
通
り
で
合
意
す
る
加
盟
組
合
の
良
い
流
れ
を
サ
ー
ビ
ス
連
合
全
体
へ
波
及
で
き

る
よ
う
闘
争
委
員
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
確
認
【
11
月
４
日（
火
）よ
り
定
時
通
信
を
配
信
】

サービス連合では 11 月を「メニュー表示適正強化月間」としています。2013 年秋、ホテル・百貨店・レストラ
ン等が、メニュー表示と異なる食材を使用して消費者に料理を提供していたとの事実が相次いで判明し、これを受
けて消費者庁は、2014 年３月に、国内外の消費者の日本の食に対する信頼を失墜させるおそれがあるとして、「メ
ニュー・料理等の食品表示に係る景品表示法上の考え方についてのガイドライン」を発表しました。

サービス連合はこの食品表示問題を重く受け止め、加盟組合へのヒアリングをつうじて問題発生の原因を徹底的
に究明し、再発防止にむけ必要な対応を検討するため設置した「食品表示問題対策チーム」の答申をもとに、食の
安全や安心への対応に留まることなく、社会・消費者からの産業への信頼を回復させ、サービス・ツーリズム産業
の健全な発展を促すため、2014 年７月に「食品表示問題に関する報告」を取りまとめました。

サービス連合では、今年度もメニュー表示の適正化にむけた問題を風化させない取り組みとして、11 月をメニュー
表示適正強化月間と定め、点検活動を継続しておこないます。

メニュー表示と異なる食材を使用して消費者に料理を提供することは、景品表示法で禁止されている「優良誤認
表示」にあたる可能性があります。個々の表示が「優良誤認表示」に該当するかどうかは、料理名だけでなくその
他の文言や写真などを含め、メニュー全体から消費者が受ける印象や認識が基準となります。景品表示法上は、消
費者に誤認されるおそれがあるかどうかが不当表示基準になります。不当表示は、故意・過失を問わず禁止されて
います。そのため、飲食店が故意にメニュー表示と異なる食材を使用した場合だけでなく、飲食店に食材を納入し
ている業者が食材を偽装し、飲食店がその偽装に気づかずメニュー表示を誤った場合であっても、飲食店が景品表
示法違反を問われることがあります。

2014 年 3 月に公表されたガイドラインには適正な
表示をするために企業がどのような取り組みをすべ
きかを示しておらず、そのため企業は自ら、「自社
にとっての適正なメニュー表示」や「その適正なメ
ニュー表示をおこなうために必要な体制や仕組み」
を検討し、それらを実行しなければなりません。

この取り組み期間をつうじて、企業側が定期また
は不定期に統括する部門自らが飲食部門のメニュー
表示を確認できているかを労使双方で確認し合うこ
とが大切です。

2025秋闘　第2回闘争委員会

阪急阪神ホテルズ労働組合
（左は松枝副委員長）

近鉄・都ホテルズ労働組合
東京支部

連合　労働条件・中小地域対策局
奥山義彦局長（右）

牛牛脂脂注注入入加加工工肉肉をを焼焼いいたた料料

理理ののここととをを「「霜霜降降りりビビーーフフスス
テテーーキキ」」とと表表示示

「「××××地地鶏鶏ののググリリルル」」とと表表

示示ししてていいるるがが、、実実際際ににはは、、単単
ななるる国国産産鶏鶏肉肉をを使使用用

「「カカララススミミをを使使用用」」とと表表示示

ししてていいるるがが、、ササメメややタタララのの卵卵
をを使使っったたカカララススミミ風風のの食食材材をを
使使用用

養養殖殖ししたた黒黒海海苔苔をを使使っってていい

るるがが「「岩岩海海苔苔をを使使用用」」とと表表示示

✓ ササーービビスス連連合合でではは1111月月をを「「メメニニュューー表表示示適適正正強強化化月月間間」」ととししてていいまますす。。
✓ 安安心心・・安安全全かかつつよよりり良良いい商商品品をを提提供供すするるううええでで根根幹幹ととななるる、、従従業業員員のの社社会会的的規規範範やや企企業業倫倫理理

にに対対すするる意意識識をを十十分分にに徹徹底底ししままししょょうう。。
✓ メメニニュューーのの適適正正表表示示にに向向けけたたチチェェッッククをを労労働働組組合合、、ももししくくはは労労使使共共同同ででおおここなないいままししょょうう。。
✓ 消消費費者者庁庁ののHHPPももごご覧覧くくだだささいい。。

11月は

以以下下のの表表示示はは問問題題ととななるる表表記記例例でですす。。
ああななたたのの職職場場ででもも要要チチェェッックク！！！！

消費者庁 食品表示ガイドライン

メメニニュューー表表示示
適適正正強強化化月月間間

です。

11月はメニュー表示11月はメニュー表示
適正強化月間適正強化月間

加盟組合ポスター掲示の例



（2）2025 年 11月１日（第 88 号） サービス連合

サ
ー
ビ
ス
連
合
は
第
25
回
定

期
大
会
に
て
確
認
さ
れ
た
方
針

に
基
づ
き
、
９
月
に
各
地
域
ブ

ロ
ッ
ク
で
、
第
１
回
ブ
ロ
ッ
ク
総

対
話
・
政
策
討
論
集
会
・
第
１

回
業
種
別
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
９
月
18
日
の
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
を
皮
切
り
に
、
９
月
30
日
開

催
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
の
最
終
日
ま

で
、
計
７
回
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
・
関
西
ブ

ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
同
日
夜
の

時
間
を
活
用
し
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー

の
加
盟
組
合
を
対
象
と
し
た
業

種
別
交
流
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

【
ブ
ロ
ッ
ク
総
対
話
】

ブ
ロ
ッ
ク
総
対
話
は
年
に
２

回
、
９
月
と
５
月
に
開
催
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
期
初
で
あ

る
９
月
は
、
運
動
方
針
に
基
づ

き
、
加
盟
組
合
と
と
も
に
今
期

の
産
別
活
動
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
運
動
方

針
へ
の
理
解
浸
透
と
サ
ー
ビ
ス

連
合
活
動
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
限
ら

れ
た
時
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

参
加
者
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
意

見
・
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
総
対
話
で
挙
げ
ら

れ
た
意
見
は
中
央
執
行
委
員
会

に
て
共
有
し
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
と
し

ま
す
。

【
政
策
討
論
集
会
】

同
日
午
後
か
ら
は
政
策
討
論

集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
政
策

討
論
集
会
は
サ
ー
ビ
ス
連
合
の

重
点
政
策
へ
の
理
解
浸
透
を
図

る
と
と
も
に
、
政
策
に
つ
な
が
る

地
域
や
職
場
実
態
を
把
握
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
年
に
１
回

開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

集
会
の
冒
頭
で
は
、
政
策
局

よ
り
①
サ
ー
ビ
ス
連
合
の
重
点

政
策
②
政
策
実
現
へ
の
取
り
組

み
紹
介
③
２
０
２
５
年
度
地
域

産
業
政
策
の
評
価
④
サ
ー
ビ
ス

連
合
政
策
意
見
集
約
で
挙
げ
ら

れ
た
意
見
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
政
策
実

現
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

サ
ー
ビ
ス
連
合
政
策
推
進
議
員

懇
談
会
に
お
け
る
取
り
組
み
や

中
央
省
庁
、
政
党
、
関
係
団
体

へ
の
要
請
行
動
、
国
会
で
の
委

員
会
質
疑
な
ど
を
つ
う
じ
て
産

業
の
実
態
が
周
知
さ
れ
政
策
実

現
に
つ
な
が
っ
て
い
く
流
れ
に
つ

い
て
説
明
し
「
こ
の
よ
う
に
職

場
課
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
」
と

い
っ
た
声
が
挙
が
り
ま
し
た
。

集
会
後
半
は
「
宿
泊
税
」
を

テ
ー
マ
に
議
論
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
２
０
０
２
年
の
東
京
都

で
の
導
入
を
皮
切
り
に
多
く
の

地
方
自
治
体
で
導
入
さ
れ
て
お

り
、
新
た
に
検
討
す
る
自
治
体

も
増
え
て
い
ま
す
。
生
活
者
の

立
場
や
こ
の
産
業
で
働
く
者
の

立
場
で
身
近
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、

財
源
確
保
の
観
点
や
収
受
す
る

現
場
の
課
題
感
な
ど
も
踏
ま
え

て
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
、
参

加
者
か
ら
は
「
宿
泊
税
が
地
域

振
興
の
た
め
に
な
る
な
ら
賛
同

で
き
る
」
と
い
う
意
見
が
あ
る
一

方
で
、
宿
泊
事
業
者
の
事
務
処

理
の
手
間
、
税
金
の
二
重
三
重

取
り
に
対
す
る
消
費
者
の
理
解

が
進
ま
な
い
懸
念
、
使
途
不
明

な
状
況
で
導
入
す
る
の
は
賛
同

で
き
な
い
、
と
い
っ
た
多
く
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
寄
せ

ら
れ
た
意
見
は
、
観
光
政
策
委

員
会
に
お
い
て
議
論
を
深
め
る

た
め
の
現
場
の
声
と
し
て
、
政

策
策
定
に
活
用
し
ま
す
。

【
業
種
別
交
流
会
】

政
策
討
論
集
会
を
終
え
た
の

ち
、
第
１
回
業
種
別
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
業
種
別
交
流

会
は
、
加
盟
組
合
間
の
情
報
共

有
の
機
会
と
し
て
年
に
４
回
開

催
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
第
１
回
目
は
、
加
盟

組
合
の
定
期
大
会
が
順
次
開
催

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、「
加

盟
組
合
に
お
け
る
今
期
の
運
動

方
針
、
力
を
い
れ
て
い
く
こ
と
」

を
共
通
テ
ー
マ
と
し
、
職
場
の

状
況
や
課
題
な
ど
様
々
な
意
見

交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
主
に
組
織
拡
大
、

組
織
活
動
に
関
す
る
意
見
が
多

く
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
事
前
集
約
を
お
こ

な
っ
た
「
加
盟
組
合
に
聞
き
た

い
こ
と
」
を
も
と
に
、
各
組
織

の
取
り
組
み
事
例
に
つ
い
て
情

報
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

加
盟
組
合
に
聞
き
た
い
こ
と

の
多
く
は
、
組
合
員
や
管
理
職

を
含
め
た
職
場
全
体
の
「
労
働

組
合
へ
の
理
解
、
関
心
、
共
感

を
い
か
に
醸
成
し
て
い
く
か
」

と
い
う
こ
と
と
、
組
合
役
員
の

選
出
、
育
成
、
輩
出
に
関
す
る

こ
と
で
し
た
。
ま
た
中
部
ブ
ロ
ッ

ク
、
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
同
日

夜
に
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
の
組
合
役

員
を
対
象
と
し
た
業
種
別
交
流

会
を
開
催
し
、
前
述
同
様
、
組

織
体
制
や
組
織
活
動
に
関
す
る

課
題
と
と
も
に
、
関
税
の
立
て

替
え
課
題
な
ど
政
策
に
つ
な
が

る
質
問
も
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ど
れ
も
一
朝
一
夕
に
は
解
決
で

き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

業
種
別
交
流
会
で
得
た
情
報
を

自
組
織
に
持
ち
帰
り
、
組
織
活

動
の
活
性
化
に
役
立
て
て
い
け

る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
連
合
が
引

き
続
き
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い

き
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
総
対
話・政
策
討
論
集
会・

業
種
別
交
流
会
を
開
催

ブロック 開催日

北海道
ブロック

９月22日（月）

東日本
ブロック

９月24日（水）

中部
ブロック

９月25日（木）
※フォワーダーは同日

関西
ブロック

９月30日（火）
※フォワーダーは同日

中国四国
ブロック

９月29日（月）

九州
ブロック

９月18日（木）

沖縄
ブロック

９月19日（金）

※各ブロックの開催日程

九州ブロック：政策討論集会

関西ブロック：総対話沖縄ブロック：総対話

中部ブロック：業種別交流会

九州ブロック：総対話

関西ブロック：政策討論集会

北海道ブロック：政策討論集会

中国四国ブロック：総対話 東日本ブロック：政策討論集会
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10
月
９
日
に
全
日
本
交
通
運

輸
産
業
労
働
組
合
協
議
会
（
交

運
労
協
）
の
第
41
回
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
連
合

よ
り
４
名
の
代
議
員
が
出
席
し

ま
し
た
。
交
運
労
協
は
、
観
光
・

サ
ー
ビ
ス
、
陸
・
海
・
空
の
産

業
別
労
働
組
合
な
ど
で
構
成
す

る
協
議
会
で
、
約
60
万
人
の
仲

間
た
ち
が
集
う
組
織
で
す
。

冒
頭
、
交
運
労
協 

池
之
谷
議

長
の
挨
拶
で
は
「
交
通
運
輸
・

観
光
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
働
く
仲

間
の
努
力
が
報
わ
れ
る
社
会
の

実
現
に
む
け
て
国
政
へ
の
要
請

も
含
め
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

10
月
７
日
～
８
日
の
日
程

で
、
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

（
連
合
）
の
第
19
回
定
期
大
会

が
都
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

交
運
労
協　
第
41
回
定
期
総
会　
開
催

連
合　
第
19
回
定
期
大
会　
開
催

「
ツ
ー
リ
ズ
ム 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ 

ジ
ャ
パ
ン

２
０
２
５ 

愛
知
・
中
部
北
陸
」
開
催

対
応
し
て
い
く
」と
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
２
０
２
５
年
活
動

報
告
や
決
算
報
告
、
２
０
２
６

年
活
動
方
針
が
提
案
さ
れ
、
代

議
員
か
ら
の
質
問
や
意
見
も
あ

り
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
役
員
選
挙
で
は
、
櫻

田
あ
す
か
会
長
が
副
議
長
（
再

任
）、
矢
野
勇
紀
副
事
務
局
長
が

幹
事
（
新
任
）、
小
島
哲
特
別
中

央
執
行
委
員
が
事
務
局
次
長（
専

従
再
任
）に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
交
運
労
協 

福
森
事

務
局
次
長
よ
り
総
会
宣
言
が
読

み
上
げ
ら
れ
、
物
流
・
地
域
公

共
交
通
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
直
面
す

る
課
題
解
決
に
あ
た
り
、
総
力

を
あ
げ
て
奮
闘
し
て
い
く
こ
と

が
宣
言
さ
れ
、
万
雷
の
拍
手
を

も
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
の
最
後
に
は
、
櫻
田
あ

す
か
会
長（
交
運
労
協
副
議
長
）

が
閉
会
挨
拶
を
お
こ
な
い
、
ま

ず
は
退
任
者
へ
の
労
を
ね
ぎ
ら

う
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

改
め
て
多
様
性
・
包
摂
性
社
会

実
現
の
重
要
さ
に
触
れ
、
持
続

可
能
な
組
織
活
動
に
む
け
て
参

加
者
に
一
致
団
結
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
今
後
も
サ
ー
ビ
ス
連

合
は
交
運
労
協
を
構
成
す
る
組

織
と
し
て
、
観
光
・
サ
ー
ビ
ス

の
立
場
か
ら
、
産
業
課
題
の
意

見
反
映
に
む
け
、
政
策
議
論
に

参
画
し
て
い
き
ま
す
。

９
月
25
日
か
ら
28
日
ま
で
の

４
日
間
、
Ａ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ　

Ｓ
ｋ

ｙ　

Ｅ
ｘ
ｐ
ｏ
（
愛
知
県
国
際

展
示
場
）
に
て
「
ツ
ー
リ
ズ
ム

閉会挨拶をおこなう櫻田会長（交運労協副議長）

新役員選出

ガンバロー三唱

大
会
で
は
「
安
心
社
会
へ　

果

敢
に
ア
ク
シ
ョ
ン
！
～
広
げ
よ

う
『
理
解
・
共
感
・
参
加
』

の
輪
～
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
２
０
２
３
～

２
０
２
５
年
度
の

２
年
間
の
あ
ゆ
み

が
確
認
さ
れ
た
ほ

か
、
２
０
２
６
～

２
０
２
７
年
度
運

動
方
針
が
満
場
一

致
で
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
新
た

な
２
０
２
６
～

２
０
２
７
年
度
運

動
方
針
で
は
、「
す

べ
て
の
働
く
人
が

安
心
し
て
暮
ら
せ

る
『
働
く
こ
と
を

軸
と
す
る
安
心
社

会
』
の
実
現
を
め

ざ
す
。組
織
拡
大
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
・
多
様
性
推
進

を
柱
に
、
持
続
可
能
な
労
働
運

動
を
展
開
す
る
。
賃
上
げ
の
定

着
と
格
差
是
正
、
長
時
間
労
働

の
是
正
、
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
を
進
め
、
政
策
と
運
動

を
連
動
さ
せ
て
『
理
解
・
共
感
・

参
加
』
の
輪
を
広
げ
る
。」
な
ど

の
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

会
長
に
再
任
し
た
芳
野
会
長

は
「
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た
運
動

の
成
果
を
礎
に
、
社
会
の
変
化

を
的
確
に
と
ら
え
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
新
た
な
課
題
に
挑

戦
す
る
。
加
盟
組
合
を
支
え
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
未
組
織
の

多
く
の
働
く
人
々
に
も
寄
り
添

い
、
と
も
に
豊
か
に
な
る
社
会

を
願
い
、取
り
組
み
を
進
め
る
。」

と
力
強
く
決
意
表
明
を
し
ま
し

た
。連

合
役
員
の
選
出
で
は
、
連

合
副
会
長
に
櫻
田
あ
す
か
会
長

が
、
連
合
中
央
執
行
委
員
（
女

性
代
表
）
に
永
江
光
都
子
中
央

　

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ　

ジ
ャ
パ
ン　

２
０
２
５　

愛
知
・
中
部
北
陸
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
初
日
の
25
日
に
は
櫻
田

会
長
が
第
８
回
Ｔ
Ｅ
Ｊ

観
光
大
臣
会
合
や
ウ
ェ

ル
カ
ム
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

な
ど
に
参
加
し
ま
し

た
。
初
の
愛
知
県
開

催
で
11
回
目
を
迎
え
る

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
旅

は 

＂知
＂の
再
発
見
」

で
あ
り
、
海
外
82
ヵ
国
・

地
域
、
日
本
全
国
各
地

か
ら
自
治
体
・
企
業
・

団
体
が
集
ま
り
、
最
新

の
観
光
情
報
や
旅
行
業

界
の
未
来
を
拓
く
先
端

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

執
行
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
大
会
宣
言
が
力
強
く

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス

連
合
は
連
合
の
構
成
組
織
と
し

て
、
連
合
方
針
の
も
と
産
別
運

動
を
前
に
す
す
め
ま
す
。

２０２６年１月～12月２０２６年１月～12月
「サービス連合の政策」「サービス連合の政策」

策定にむけて策定にむけて
サービス連合では 2026 年の「サービス連合の政策」の策定

にむけて観光、物流、労働・社会それぞれの政策委員会での
議論がスタートしました。9 月に各ブロックで開催された政策
討論集会における議論や宿泊税のあり方についての意見交換
をつうじて、様々な意見をいただきました。その意見も踏ま
えて来年 1 月からの「サービス連合の政策」をどのように策
定していくのか、10 月上旬に開催した第１回委員会では、今
話題になっている産業の課題感や職場実態なども踏まえなが
ら議論をおこないました。今後、現状の政策に加筆修正を加
えながら委員会での議論を重ね、12 月の中央執行委員会への
答申案を取りまとめます。

観光産業における人財課題、フォワーダーの地位向上、労
働者の生活保守、従業員のプライバシー保護など、2025 年度
の重点政策に掲げた項目についても基本的な考えは残しつつ、
特に旅行業、宿泊業、国際航空貨物業では人財課題が喫緊の
課題であり、他産業との人財獲得競争に追いつき、「働きたい、
働き続けたい」と思える産業にむけて職場の実態を踏まえた
働く者の立場から政策提言に取り組んでいきます。

ウェルカムレセプション
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神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ

ン
タ
ル
ホ
テ
ル
労
働
組
合
は
、
兵

庫
県
神
戸
市
に
あ
る
「
神
戸
メ
リ

ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
」
の
社
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。組

合
員
数
は
約
90
名
、
ま
た
旧

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
時
代
か
ら

続
く
歴
史
あ
る
組
合
で
も
あ
り
ま

す
。
執
行
委
員
は
８
名
、
各
職
場

に
「
職
場
リ
ー
ダ
ー
」
を
設
定
し
、

定
期
大
会
は
職
場
リ
ー
ダ
ー
に
出

席
し
て
も
ら
い
、
議
決
を
と
っ
て

い
ま
す
。

幣
組
に
は
専
従
者
が
お
ら
ず
皆

個
人
の
業
務
を
こ
な
し
な
が
ら
組

合
活
動
を
並
行
し
て
い
る
た
め
、

な
か
な
か
直
接
全
員
が
集
ま
る
事

が
難
し
い
の
で
す
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

や
メ
ー
ル
等
を
う
ま
く
活
用
し
情

報
交
換
を
密
に
お
こ
な
っ
て
お
り

ま
す
。

基
本
的
な
活
動
と
し
て
、
執
行

委
員
会
や
労
使
協
議
会
の
開
催
、

年
２
回
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

加
え
連
合
兵
庫
の
役
割
も
担
っ
て

お
り
ま
す
。

執
行
委
員
も
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
を
前
提
の
も
と
、
組
合
活

動
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。無

理
な
く
楽
し
く
組
合
活
動
が

出
来
れ
ば
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
、

良
い
労
使
関
係
も
築
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
の
良
い
状
況
は
継
続

し
な
が
ら
、
他
組
合
の
皆
さ
ん
と

も
情
報
交
換
等
を
通
じ
て
交
流
し

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

お
会
い
出
来
た
際
に
は
お
声
が

け
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

キ
ロ
ロ
ス
ノ
ー
ワ
ー
ル
ド
は
、

札
幌
か
ら
車
で
60
分
ほ
ど
の
赤
井

川
村
に
あ
る
ス
キ
ー
場
で
す
。

世
界
屈
指
の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー

で
、
山
頂
積
雪
量
は
５
ｍ
以
上
に

な
り
ま
す
。
極
上
の
雪
質
と
最
長

距
離
４
，
０
５
０
ｍ
の
全
23
コ
ー

ス
の
ゲ
レ
ン
デ
で
初
心
者
か
ら
上

級
者
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

キ
ロ
ロ
労
働
組
合
は
、
現
在
ス

キ
ー
場
の
運
営
に
携
わ
る
部
署

で
、ゲ
レ
ン
デ
コ
ー
ス
管
理
の
【
圧

雪
・
パ
ト
ロ
ー
ル
】、
索
道
運
行

管
理
の
【
リ
フ
ト
】、
施
設
安
全

管
理
の
【
設
備
】【
経
理
】、チ
ケ
ッ

ト
販
売
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・

シ
ョ
ッ
プ
・
レ
ン
タ
ル
シ
ョ
ッ
プ

を
担
当
す
る
【
ゲ
ス
ト
サ
ー
ビ

ス
】、
ス
キ
ー
＆
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

レ
ッ
ス
ン
の
【
ア
カ
デ
ミ
ー
】、

多
目
的
広
場
で
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
や

雪
遊
び
が
出
来
る
【
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
】、
施
設
内
＆
ゲ
レ
ン
デ
レ

ス
ト
ラ
ン
の
【
Ｆ
Ｂ
・
キ
ッ
チ
ン
】

の
正
社
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
組
合
員
数
は
30
名
と
少
な
く
、

各
現
場
の
仕
事
内
容
も
大
き
く
異

な
り
、
部
署
に
よ
り
抱
え
る
問
題

も
違
い
ま
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
、
情
報
収
集

を
お
こ
な
う
事
で
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て

お
り
ま
す
。

キ
ロ
ロ
労
働
組
合

神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
労
働
組
合

加 盟 組 合 紹 介

編

後
集

記

先
月
よ
り
秋
の
気
配
が
近
づ
き

始
め
過
ご
し
や
す
い
季
節
と
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
先
日
投
票
が
お
こ
な
わ
れ

た
自
由
民
主
党
総
裁
選
挙
に
お
い

て
新
た
に
高
市
早
苗
氏
が
総
裁
に

就
任
し
ま
し
た
。
立
党
70
年
か
つ

日
本
初
で
の
女
性
総
理
大
臣
と
な

り
大
き
な
歴
史
の
変
化
を
感
じ
る

と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の
期
待
も
高

ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
と
は
い
え
日
米
間
の
交
渉

問
題
、
野
党
と
の
連
立
交
渉
の
進

め
方
、
日
本
銀
行
の
金
融
政
策
や

外
国
人
政
策
な
ど
問
題
は
山
積
み

で
す
。

高
市
氏
は
就
任
に
あ
た
り
決
意

表
明
に
て
、
党
再
建
に
む
け
た
取

り
組
み
や
物
価
高
に
お
け
る
経
済

対
策
を
挙
げ
る
中
で
過
去
最
多
の

女
性
閣
僚
人
事
も
掲
げ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
高
市
氏
は
国
民
の
た

め
に
全
力
で
働
く
と
い
う
意
志
を

表
し
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

と
い
う
言
葉
を
捨
て
る
」
と
い
う

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
表
明
が
あ
り

ま
し
た
。
新
総
裁
と
し
て
の
責
任

感
か
ら
発
せ
ら
れ
た
言
葉
か
と
は

思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
し
て
い
る

も
の
と
し
て
は
、
ぜ
ひ
総
理
自
ら

働
き
方
改
革
を
実
行
し
体
現
す
る

こ
と
で
国
民
の
皆
さ
ん
に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す

ね
。サ

ー
ビ
ス
連
合
は
21
世
紀
の
基

幹
産
業
と
し
て
誰
も
が
働
き
た
い
、

働
き
続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な

持
続
可
能
な
産
業
を
目
指
し
て
お

り
、
そ
の
た
め
に
政
府
へ
の
要
請

も
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ

新
体
制
と
な
っ
た
今
、
新
た
な
風

を
巻
き
起
こ
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
新
総
裁
に
ど
の
よ
う

な
活
躍
を
期
待
し
ま
す
か
？（
Ｓ
．Ｎ
）

レクリエーション開催（ホテル食事会の様子）キロロマウンテンセンター

サービス連合の組合員は誰でも利用できます。法律に関することならどんな内容でも構いま
せん。相談内容は一切秘密にされ相談者の名前や相談内容が外部に漏れることはありませ
ん。労働組合に対しても本人の了解なく漏らすことはありません。

毎月第２水曜日
18時30分～20時30分
「サービス連合本部」（東京）

※サービス連合の顧問弁護士事務所である
「東京共同法律事務所」、ならびに「ナンバ合
同法律事務所」では、組合員からの相談を直
接受けつけています（初回相談無料）。「サー
ビス連合の○○組合」と「相談者の名前」をお
伝えください。相談内容の秘密は厳守されま
すので、ひとりで悩まずにご相談ください。

東京共同法律事務所
03-3341-3133(東京)

ナンバ合同法律事務所
06-6633-5777(大阪)

※電話相談及び初回の面談相談は無料ですが、事件として委任した場合や文書作成などを依頼した
　場合は有料となります。

ひとりで悩んでいませんか?組合員向け

無料法律相談のご案内無料法律相談のご案内無料法律相談のご案内

開催日時と会場

ご希望の場合はサービス連合本部
にご連絡ください。

相談した内容の秘密は弁護士法に基づき厳守されますので、
ご安心してご相談ください！


